まをにお使いいただくために必ずお守りくだまい 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために守って 
いただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、本書に 
は弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関するミ主意事項も記載され 
ています。 

パソコンの故障/トラブルや、データの消失-破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製品の故 
障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 


使用している表示と給記号の意味 


警告表示の意味 


/ j \ 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示のを意事項を守らない 
と、使用者が死!::または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

を意 

この表示のを意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考 
えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 AS ) 参の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告-ミ主意を促す内容を示します。（例： iyi 電を意） 

S) 

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：®分解禁止） 

参 

しなければならない行為を示します。（例：运プラグをコンセントから抜く） 


A 警告 


〇 

強制 

本製品を取り付け、使用ずる際は、必ずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示ず 
る 警告 や注意指示に従ってください。 

分解禁止 

本製品の分解-改造-修理を自分でしないでください。 

火災•感電-故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断りすることがあります。 

(S) 

禁止 

AC 100 V (50/60 Hz 似外のコンセントには、絶対に電源プラグを差し化まないでください。 

海外などで異なる電圧で使用すると、ショートしたり、発煙、火災の恐れがあります。 

〇 

強制 

電源プラグは、コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがあります。 

0 

禁止 

電源ケーブルを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。 

•設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。 

-重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

-熱器具を近付けたり、加熱しないでください。 

-電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

-極端に折り曲げないでください。 

-電源ケーブルを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポートセンターまたは、お買い上げの販売店にご相談ください。 


〇 電気誤品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないように機器を配置してください。 

さわってけがをする恐れがあります。 

強制 


〇 小さなお子様が電気製品を使用ずる場合には、本製品の取り扱い方法を理解した大人の監 
視、指導のもとで行うようにしてください。 

強制 


/濡れた手で本製品に触れないでください。 

v-y 電源ケーブルがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コンセントに接続されていなくても、 

禁止 本製品の故障の原因となります。 


煙が出たり変な臭いや音がしたら、ずぐにパソコン及び周辺機器の電源スイッチを OFF に 
^ し、コンセントから電源プラグを抜いてください。 

電源7?グをそのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。 

お、 弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電や故障する恐れがあります。 

水場での 
使用禁止 


¢gt 本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体や異物が内部に入 

^ ってしまったら、ずぐにコンセントから 電源 プラグを抜いてください。 

電源？？グをそのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポートセンターまたは、お買い 
す友 < 求めの販売店にご相談ください。 

(〇 接続ケーブルは、本製品付属のものまたは弊社製のものをご使用ください。 

本製品付属または弊社製(外のケーブルをご使用になると、電圧の端テや極性が異なることがあるため、発煙、発火の恐れ 
禁止 があります。本製品の故障の原因ともなります。 

^ 本製品は售体を利用して内部からの熱を放熱していまず。售体表面が熱くなりまずが異常で 
はありません。熱がこもると故障の原因となりまずので、次の事項は行わないでください。 

禁止 -本製品を積み重ねないでください。 

-本製品の上や周りに放熱を巧げるような物を置かないでください。 

-本製品に布などをかぶせないでください。 


〇 本製品の使用中および使用直後は屋体表面が熱くなっていまず。本製品に触れるときは電源 
スイッチを OFF にした後、30分仪上たってから作業をずることをおずずめしまず。 

強制 

A を意 


^ 八ードディスク、 M 0、 フロッピーディスクドライブなどのデータ格納機器へのアクセス中 
'Oy は、パソコンや機器の電源を OFF にしたり、リセットしたりしないでください。 

デ—夕を消失、破損する恐れがあります。バックアップ作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその 
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


〇 

強制 

0 

禁止 

禁止 


静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシな 
ど）に手を触れて、身体の静電気を取り除いてください。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損させるおそれがあります。 


本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

本製品は精密機器ですので、衝撃を与えないように慎重に取り扱ってください。本製品の故障の原因となります。 


次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響 
を及ぼずことがありまず。 


強い磁界、静電気が発生するところ 

•温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ 


-ほこりの多いところ 
-振動が発生するところ 
-平らでないところ 
-直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
-漏電、漏水の危険があるところ 


一故障の原因となります。 

一けが、故障、破損の原因となります。 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 
^故障や変形の原因となります。 

^故障や変形の原因となります。 

一故障や感電の原因となります。 


〇 パソコンおよび周辺機器の取り扱いは、各マニュアルをよく読んで、各メーカーの定める手順 
に従ってください。 

強制 


〇 本製品の取り付け、取り外しや、ソフトウェアをインス!-ールずるときなど、お使いのパソ 
コン環境を少しでも変更ずるときは、変更前に必ずパソコン内（八ードディスク等）のずベ 
強制 てのデータを M 0 ディスク、フロッピーディスク等にバックアップしてください。 

誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害を最小限に抑え 
ることができます。 

バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承 
ください。 


〇 各接続コネクタのチリやほこり等は、取りのぞいてください。また、各接続コネクタには手 
を触れないでください。 

5ま制 故障の原因となります。 


本製品の上に物を置かないでください。 

傷がついたり、故障の原因となります。 

禁止_ 

/通風口をふさいだり、他の機器と密着させないでください。 

v-y 故障の原因となります。 

禁止_ 

^ アクセスランプが点滅している間は、電源スイッチを OFF にしたり、システムをリセットし 
'Oy たりしないでください。 

禁止 


^ 八ードディスク内のデータは、必ず他のメディア（フロッピーディスク、 M 0 ディスク等） 
'Oy にバックアップしてください。 

^止 とくに、修復、再現できない重要なデータは、オリジナルの更新前、更新後と、常に二重のバックアップを作成されること 

をおすすめします。次のような場合に、データが消失、破損する恐れがあります。 

•誤った使い方をしたとき •静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき •故障、修理などのとき 

•パソコンの電源スイッチを OFF にした直後に、すぐに電源スイッチを ON にしたとき 
•天災による被害を受けたとき 

上記の場合に限らずバックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 


〇 電源スイツチの ON / OFF は、少なくとも数秒の間隔をあけて行ってください。 

本製品の故障、データの消失、破損の恐れがあります。 

強制 


(〇 シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品をおかないでください。 

本製品の'方れは、乾いたきれいな布で拭いてください。ちれがひどい場合は、きれいなホに中性洗剤を含ませ、かたくしぼ 
禁止 ってから拭き取ってください。 


^ 本製品内部からの放熱により製品がかし熱くなりまずが、異常ではありません。熱がこもる 
と故障の原因となりまずので、製品使用中は布などかぶせないようにしてください。 

禁止 


〇 本製品を廃棄ずるときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 

強制 


こアのサポートについて (Windows Vista / XP のみ） 


付属ソフトウェアについてのお問合せ先は画面で見るマニュアル「付属ソフトウェアの概要/お問合 
せ」 （ PDF ファイル）をご覧ください （ P 1 「画面で見るマニュアルについて」参照）。 

《株式会社バッファローではお問合せを承っていないソフトウェアもございまず。あらかじめご了 
承ください。 


( 4 ) 


HD - QSIBSU 2/ R シリーズはじめにお読みください 

2008年1月15日初版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 


35010171 ver .01 [1-011 C 10-012 


⑥電源スイッチ 

本製品の電源を ON / OFF 切り替えます。 

⑥ IEEE 1394 b ( FireWi 「 e 80 0) ポ-卜 

IEEE 1394 b ( Fi 「 eWi 「 e 80 0) 接続で取り付けるときに 
IEEE 1394 b ( Fi 「 eWi 「 e 800)ケーブルを接続します。 
ポートは2つありますが、どちらのポートに接続して 
もかまいません。 

⑦ IEEE 1394( FireWire 40 0) ポート 

IEEE 1394( Fi 「 eWi 「 e 4 日 0) 接続で取り付けるときに 
IEEE1394(Fi「eWi「e400)ケーブルを接続します。 

⑨ USB ポート 

US 目接続で取り付けるときに、 US 目ケーブ 
ルを接続します。 


く背面> 



④ 電源コネクタ 

電源コードを接続します。 



③セキュリティスロット 

※前面のセキュリティスロットは、弊社製目 SQ - 
SD 02 のみ対応です。 



②アクセスランプ 

本製品に内蔵された八ードディスクの状態を表示し 
ます。一香左のランプを除く 4つのランプです。 
アクセス時：緑色点滅 
起動時、異常時：赤色点灯 

※赤色点灯した場合は、 P 1 「故障かなと思ったら 
(ランプ•ブザーの確認)」を参照してください。 


く前面> 



①電源ランプ 

電源が ON のときに緑色に点灯します。一番左のラ 
ンプです。 


接続ケーブル 


⑨ eSATA ポート 

eSATA 接続で取り付けるときに 、 eSATA 
ケーブルを接続します。 

⑩ AUTO 電源切替スイッチ 

「 AUTO 」 に設定すると、本製品の電源スイッチ 
が ON の場合、パソコンの電源 ON / OFF にあわせて 
本製品の電源を自動的に ON / OFF させます。詳しく 
は、画面で見るマニュアルを参照してください。 


⑩フアン 

フアンを塞ぐような設置はしないでくださ 
い。 

⑩セキュリティスロット 

別売のセキュリティアダプタワイヤケープ 
ルで固定することができます。 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡くださし、。 
なお、製品形状はイラストと異なる場合があります。 

□八ードディスク(本製品) . 1台 


□電源ケーブル . 1本 

□3 ピン-2ピン変換コネクタ . 1個 


X 3 P -2 P 変換コネクタを使って AC コンセントに接続する場合は、感電防止のため、アース線 
は必ず接地してください。アース線は電源コードをつなぐ前に接続し、電源コードを抜い 
てから外してください。順序を守らないと感電の原因となります。アース線がコンセント 
や他の電極に接触しないようにしてください。 

□ eSATA ブラケット . 1個 

※お使いのパソコンに eSATA ポートがない場合、 eSATA ブラケットでパソコン内部のシリア 
ル ATA コネクタを eSATA ポートへ変換してお使いください。 

□ユーティリティ CD . 1枚 

因はじめにお読みください（本紙） . 1枚 


※ 本製品を捆包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が印刷されて 

います。 本製品の修理をご化賴いただく場合に必要となりますので、大切に保管してくださし、。 
※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 


( 1 ) 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能がありま 
す。故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



電源ランプ 
電源が ON のときに緑色に点好しま 
す。一番左のランプです 


アクセスランプ 

本製品に内蔵された八ードディス N 

クの状態を表示します。一番左の 
ランプ（電源ランプ）を除く4つの 
ランプです。 


※ブザーで異常をお知ら 
せしまず。 


本製品に Windows をインス!ルする場合は eSATA 接続 、 Mac OS をインス!ルす 
る場合は FireWire 800 ( IEEE 1394 b ) または FireWire 400 ( IEEE 1394) で接続して くださ 
し、。接続後は、 0 S のマニュアルを参照して、 0 S をインス!ルしてください。 
本書には、 0 S をインス!-ールして使用する手順を記載しておりません。 


画面で見るマニュアルには、本製品の取り外しかたや使用時のを意、付属ソフトウェアの概 
要など本紙に記載されていないことが記載されています。本紙とあわせて必ずお読みくださ 
し、。画面で見るマニュアルは、が下の手順で表示できます。 


■Windows 


ユーティリティ CD をパソコンにセツトしまず。 

《 DriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 DriveNavi . exe 」 をダ 
ブルクリックしてください。 

《Windows Vista の場合、自動再生の画面が表示されたら [ DriveNavi . exe の実行]をクリックします。 
また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されることがあります。その 
場合は、[続行]をクリックしてください。 

[マニュアルを読む]をクリックしまず。 


表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックしまず。 

※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Acrobat Reader または Adobe 
Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader は、 
DriveNavigator の[マニュアルを読む]からインストールできまず。 

《Acrobat Reader または Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 
※画面上で見づらいときは、紙に巧刷してお読みください。 

■ Mac OS 

ユーテイリテイ CD 内、 [ Mac ] フォルダに収録されています。 



D - QS 旧 SU 2/ R シリーズ 

マニュアル 


はじめにお読みください 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 


アクセスランプの 
状態 

ブザー音 

本製品の状態 

- 

ピー-ピー-ピー 
(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止していまず。本製品の電源を OFF にして、 
フアンにほこりがたまっていないか確認、してください。ほこりを 
取り除いても解決しない場合は、ファンが故障している可能性が 
ありまず。弊社修理センターへお送りください。 

アクセスランプが 
ホ色点灯 

(複数点灯ずる場合 
もありまず） 

- 

八ードディスクに異常がありまず。弊社修理センターへお送りく 
ださい。 


種類 

コネクタ形状 

数量 

□ IEEE 1394 b (円 reWireSOO ) 

ケーブル ( Bata ) (9 ピントー9ピン、 im ) 

f 山1 f 山1 

1 

□ IEEE ! 394( FireWire 40 0) 

ケ—ブル （6 ピン户一6ピン、 Im ) 


1 

□ IEEE ! 394( FireWire 40 0) 

ケ—ブル （6 ピントー4ピン、 Im ) 

固 

1 

□eSATA ヶーブル dm ) 


1 

nUSB 2.0 ヶーブル dm ) 

因 

1 


A 本製品の紛失-盗難等には十分ごを意くだまい 

本製品の紛失-盗難-横領-詐取等により、第兰者に個人情報が漏えいずる恐れがあり 
、す音まず。個人情報が第兰者に漏えいしたために損害が生じた場合、弊社はその責任を負い 
'胃かねまずのであらかじめご了承ください。 


パックアップをお勧めしまず 

万が一、本製品が故障したときに備え、バックアップを作成することをお勧めします。バックアッ 
プとは、他の八ードディスクなどに本製品のデータをコピーしておくことです。詳しくは、画面で 
見るマニュアル 「 HD - QS 旧 SU 2/ R シリーズユーザーズマニュアル」を参照してください。 

八ードディスクの破棄-譲渡-交換-修理時のを意 

「削除」や「フォーマット」した八ードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お 
客様が、廃棄•譲渡•交換•修理等を行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータが流出するとい 
うトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消去することが非常に重要となります。 

万一、お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、弊社はその責任を負いかね 
ますのであらかじめご了承ください。 

が下のような巿販のソフトウェアを使用してデータを完全に消去するか、専門業者に完全消去作業を 
依頼することをおすすめします。 

Acronis DriveCleanser ( Acronis 社製販売会社プロトン）内蔵 • 外付八ードディスク用 

詳しくは、 http :// buffalo . jp / support _ s / hddata.html をご覧く ださい。 

※ソフトウェアを削除することなく八ードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセ 
ンス使用許諾契約違反になることがありますので、ごを意ください。 


本製品に 0 S をインストールずる方へ 


故障かなと思ったら【ランプ•ブザーの確認) 


パツケ ージの 内を 


.アルについて 


画面で見るマニ 
























































































































































セツトアツプ〜 Windows 編 


本製品のセットアップ 


ユーティリティ CD に収録されているセットアッププログラム 「 DriveNavigator 」 を起動し 
て、セットアップを行います。本製品の接続手順が画面に表示されますので、画面の指示に 
従って操作すればセツトアップを行えます。 


パソコンに CD - ROM ドライブがない場合は、弊社ホームぺージ （ buffalo . jp ) から 
セットアップ用ユーテイリテイをダウンロードしてセットアップを行ってください。 

※パソコンに CD - ROM ドライブがなく、ユーテイリテイのダウンロードもできな 
い場合は、そのまま本製品をパソコンへ接続してお使いください。この場合、 
TurboUSB 機能が有効にできないなどの制限があります。 

必要に応じて eSATA ブラケットをパソコンに取り付けまず。 

eSATA ブラケットは、パソコンの内部のシリアル ATA コネクタを65八了八ポー 
卜に変換するブラケットです。パソコン内部にシリアル ATA コネクタがあれ 
ば、 eSATA ポートがないパソコンでも eSATA 接続できるようになります。 

※本製品を忙 EE 1394 b ( FireWire 800)/ IEEEl 394(円 reWire 400 )/US 巳接続 
ずる場合や、パソコンの eSATA ポートに接続ずる場合、弊社製 eSATA イン 
ターフェースに接続ずる場合は、が下の作業は必要ありません。 


eSATA ブラケットの巧り付け方法 


くを意> 

•作業を始める前に、パソコンと周辺機器の電源スイッチをずべて OFF に 
し、コンセントから電源を抜いてください。 

•パソコンの電源スイッチを OFF にした直後は、パソコン内部の部品に触 
らないでください。特に CPU や VGA チップは高温になっており、やけ 
どをずるおそれがありまず。電源スイッチを〇ドドにして30分]^(上経って 
から作業ずることをおずずめしまず。 

•本製品に触る前にドアノブやアルミサッシなどの身近な金属に触れ、身 
体の静電気を除去してください。 

•手順は、パソコンによって異なりまず、パソコン本体と周辺機器のマ 
ニュアルも必ず参照してください。 


1■パソコンー周辺機器の順に電源スイッチを OFF にし、電源ケーブルをコン 
セントから抜きます。 

2 ■パソコン本体からケーブル類とカバーを取り外します。 

カバ 

3■空いている PCI バススロットカバーを取 
り外します。 

PCI バススロットの位置は、パソコン本体の 
マニュアルで確認してください。 

取り外したネジは、 eSATA ブラケットを固 
定するときに使用します。紛失しないよう 
にミ主意してください。 



4- PCI バススロットカバーを取り外した場所 
に eSATA ブラケットを差し込みます。 

5■手順3で取り外したネジで eSATA ブラ 
ケットを固定します。 

6. eSATA ブラケットのシリアル ATA コネク 
夕を、パソコン内部のシリアル ATA コネ 
クタに接続します。 

7■パソコン本体にケーブル類とカバーを取り付けます。 

8 -電源ケーブルをコンセントに差し込みます。 

が上で eSATA ブラケットの取り付けは完了です。 


eSATA ブラケツ I 



パソコン内部のシリアル ATA 
コネクタに接続します。 


e 

e 

〇 


パソコンに接続している周辺機器（本製品を除く）の電源スイッチをずべ 
て ON にしまず。その後、パソコン本体の電源スイッチを ON にしまず。 

起動中のアプリケーションを全て終了しまず。 

付属のユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

DriveNavigator (©の画面）が起動します。 DriveNavigator が起動しない場合は、 
ユーティリティ CD 内の 「 DriveNavi . exe 」 をダブルクリックしてください。 

※外付の CD - ROM ドライブを使っているために本製品を接続ずるポートがない場合 
は、ユーティリティ CD 内のファイルを全てパソコンにコピーしてください。コ 
ピーが完了したら、外付の CD - ROM ドライブを取り外し、コピーしたファイルの 
TDriveNavi . exej をダブルクリックしてください。 



(2； 



[かんたんスタート]をクリックし 
まず。 


が降は、画面の指示に従つてセットアップしてください。 


セットアップ中に feTF のことを行いまず。 

参本製品の接続 

画面の案内に従って、本製品をパソコンに接続します。 

参 TurboUSB 機能をち効にずる （ USB 接続時のみ） 

USB 接続時の転送速度を最適化する 「 TurboUSB 」 機能を有効にします。 
TurboUS 目機能の詳細は、画面で見るマニュアル 「 TurboUS 目の設定方 
法」を参照してください （ P 1 参照）。 

《Windows Server 2003をお使いの場合、 TurboUS 巳機能を有効にで 
きません（対応しておりません）。 

• NTFS お式でのフォーマット （ eSATA 接続時を除く） 

出荷時状態は FAT 32 形式でフォーマットされているため、 4 G 目が上のファ 
イルを保存できません。 NTFS 形式でフォーマットすると、 4 G 目が上の 
ファイルも保存できるようになります （ MacOSX 10.4が降と併用する 
場合のみ、出荷時設定 （ FAT 32 形式）のままお使いください。 


【 eSATA で接続された方へ】 

eSATA 接続の場合は、セットアップ中に NTFS 形式でフォーマットされ 
ません。セットアップが完了するとパソコンが再起動しますので、その 
後にが下の手順で NTFS 形式にフォーマットしてください。 

① ユーテイリテイ CD をパソコンから取り出した後、再度セットしまず。 

② [オプション]をクリックしまず。 

③ [ NTFS でフォーマット]をクリックしまず。 

が降は、画面の指示に従ってフォーマットしてください。 



「次の新しいドライバを検索していまず（が下略） J というメッセージが表示 
されたときは、[キャンセル]をクリックして作業を続行してください。再起 
動後に、自動的にドライバがインス!ルされまず。 


V_ y 

〇本製品が正常に動作しているか確認しまず。 

^が下の手順で、本製品が正常に動作しているか確認してください。 

■確認手順 

[スターり一[コンピュータ（マイコンピュータ） ] の順にクリックしま 
す。「八ードディスクドライブ」にアイコン （^? HD - QS 旧 SU 2) 
または ( ^ HD - QSIBSU 2) が追加されていることを確認してく 
ださい。追加されていれば、正常に動作しています。 


が上で本製品のセツトアップは完了でず。 


•本製品が認識まれない場合は、が下のことを確認してくだまい。 

•接続ケーブル （ USB ケーブル、 IEEE 1394 b ( FireWire 800) ケーブル、 
IEEE 1394( FireWire 400) ケーブル、 eSATA ケーブルのいずれか）や、電源 
ケーブルは正しく接続されているか。 

-電源は ON になっているか。 

•本製品をパソコンから取り外ずときは、画面で見るマニュアル r ユーザー 
ズマニュアル J に記載の r 使いかた J の手順で巧り外してください。 



付属ソフトウエアをインストールずる 
(Windows Vista / XP のみ） 


本製品には 、 Windows Vista / XP 用の便利なソフトウェアが収録されています。が下の手順 
でインストールしてください。 

ソフトウェアの詳細は、画面で見るマニュアル「付属ソフトウェアの概要/お問合せ」を参照 
してください。「付属ソフトウェアの概要/お問合せ」は、 P 1 「画面で見るマニュアルについ 
て」の手順で表示できます。 

※付属ソフトウェアは 、 Windows Server 2003や Macintosh には対応しておりません。 
あらかじめご了承ください。 

「本製品のセツトアップ J の手順〇〜@を行います。 


「ソフトウェアの個別インス!-ール J をクリックしまず。 


インス! - ールずるソフトウエアを選択し、[インス I - ール開始]をクリツ 
クしまず。 


が降は、画面の指示に従ってセットアップしてください。 


セツトアップ 〜 Mac OS 編〜 


本製品のセツトアップ 


本製品をパソコンに接続し 、 Mac OS 拡張形式で初期化します。 

パソコンの電源を ON にし 、 Mac 0 S を起動しまず。 

本製品をパソコンに接続しまず。 

《 eSATA 接続には巧応しておりません。 

《 FireWire 800り EEE 1394 b ) ケーブル、 FireWire 400 ( IEEE 1394) ケ 
ーブル、 USB ケーブルを接続ケーブルと記載していまず。接続方法に 
あわせて、いずれかのケーブルをお使いください。 

※イラストは USB ケーブルで本製品を接続した場合の例でず。 



本製品を接続ずると「セットしたディスクに Mac 0 S X で読み込めないボ 
リュームが含まれていまず J といラ内容の警告メッセージ（日本語と英語、 
または日本語のみ）が表示されることがありまず。日本語のメッセージでは 
[続ける]、英語のメッセージでは [0 K ] をクリックしてください。 


〇 


今セットしたディスクには、 MacOSX で»み込め 
ないポリ:!トムが舍まれています。 W み込めない巧 
リュームを ( e 用するには *153 期化"をクリックしま 
す。今セツ['したディスクで攝作を巧けるには* 
ける"をクノクします。 


( 巧り出し S 


[続ける]または [0 K ] をクリック 
しまず。 

※画面は、お使いのパソコンに 
よって異なることがありまず。 


Windows と併用まれる方へ 
(Mac OS X 10.4 tel 降をお使いの方のみ） 

Windows と併用する場合は、出荷時状態 （ FAT 32 形式でフォーマットさ 
れた状態）のまま使用します。パソコンへ接続したら 、の) へ進んでくださ 
い。なお、 Windows と併用する場合は、が下の制限事項があります。 

•406]^(上のファイルを保巧できません。 

•パソコンに接続してからマウントまれるまでに数十秒かかることがあり 
まず。 

•Mac OS X 10.3]5(前では使用できません。 


デスクトップの [Macintosh HD ] をダブルクリックしまず。 
[アプリケーション] フォルダの [ユーティリティ] フォルダを開きまず。 
[ディスクユーティリティ] をダブルクリックしまず。 


[〇 



① 本製品をクリックしまず。 

② [パーティション]をクリックしまず。 

③ [1 パーテ ィシ ョン] を選択しまず。 

[オプション]をクリックしまず。 
《 MacOSX 10.3の場合は、[オプ 
シヨン]がありません。そのまま〇/ 
進んでください。 


[ Apple パーテイシヨンマッスを選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 



-①フォーマットに [Mac OS 拡張 
( ジャーナリングりを選択しまず。 


⑥[適用]をクリックしまず。 


^ [パーティシヨン]をクリックしまず。 

^ 初期化が始まります。初期化が完了するまでお待ちくださし、。 


Mac OS X lO.SJJt 降をお使いの方へ 

「Time Machine でバックアップを作成するために"（ボリューム名）"を使用し 
ますか？」と表示されることがあります 。 Time Machine を使用してパソコンの 
バックアップを本製品に保をする場合は[バックアップに使用]をクリックし、 
Time Machine を設定してください【画面で見るマニュアル「フォーマット/メン 
テナンスガイド 」】。 Time Machine を使用しない場合は[キャンセル]をクリッ 
^クしてください。_ 

デスクトップに本製品のアイコン （ B ) が追加されていることを確認し 
てください。 


が上で本製品のセツトアップは完了でず< 


•本製品が認識されない場合は、1^(下のことを確認してくだまい。 

•接続ケーブル （ USB ケーブル、円 reWire 800( IEEE 1394 b ) ケーブル、円 reWire 400 
( IEEE 1394) ケーブル、 eSATA ケーブルのいずれか）や、電源ケーブルは正しく接 
続されているか。 

-電源は ON になっているか。 

•本製品をパソコンから取り外ずときは、画面で見るマニュアル r ユーザーズ 
マニュアル J に記載の r 使いかた J の手順で巧り外してくだまい。 


( 3 ) 

































































































































































































